別紙様式
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：保健予防費　目：特定疾患対策費
	事業名:難病患者等居宅生活支援事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　健康福祉部保健医療課母子・特定疾患担当　電話番号：058-272-1111（内２５４７）

　　　　　　　　　　　                          E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：891千円（前年度予算額：891千円）

	事業内容


	１　事業の内容


（１）難病患者等ホームヘルプサービス事業（実施主体：市町村）

　　　日常生活を営むのに支障がある患者の家庭を訪問し、食事・洗濯など身の回りの世話を行う。

　（２）難病患者等短期入所事業（実施主体：市町村）
　　　家庭において患者を介護している者の疾病等によってその患者の療養が困難になった場合、医療機関に一時的に収容する。

　（３）難病患者等日常生活用具給付事業（実施主体：市町村）
　　　日常生活を営むのに支障のある在宅の患者に対し、日常生活用具を給付する。

　（４）難病患者等ホームヘルパー養成研修事業（実施主体：県）
　　　ホームヘルパー養成研修及び難病等に関する知識を習得させるための特別研修を実
施する。
　（５）小児慢性特定疾患児日常生活用具給付事業（実施主体：市町村）
　　　日常生活を営むのに支障のある在宅の患者に対し、日常生活用具を給付する。
	２　所要経費


○補助率
（１）難病患者等ホームヘルプサービス事業：３／４（国１／２、県１／４）
（２）難病患者等短期入所事業：３／４（国１／２、県１／４）

（３）難病患者等日常生活用具給付事業：３／４（国１／２、県１／４）

（４）難病患者等ホームヘルパー養成研修事業：１０／１０（国庫１／２、県１／２）
（５）小児慢性特定疾患児日常生活用具給付事業１／２（国庫１／２）

　　　※福祉事務所を設置していない町村は３／４（国１／２、県１／４）
○所要額
	事　業　名
	金額（千円）

	難病患者等ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ事業
	416

	難病患者等短期入所事業
	0

	難病患者等日常生活用具給付事業
	236

	難病患者等ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ養成研修事業
	150

	小児慢性特定疾患児日常生活用具給付事業
	89

	合　　計
	891


	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
　　３　障がいのある人が個性を発揮して暮らせる地域をつくる。

　　　Ⅳ　障がい者の地域生活支援
	２　これまでの取組状況


　平成９年から難病患者等の居宅における療養生活を支援するため、「難病患者等居宅生活支援事業」が市町村事業として実施されることになり、これに伴い県が補助金等により、事業を推進することとなった。
　さらに平成１８年度から、小児慢性特定疾患児日常生活用具給付事業についても同様に、市町村事業として実施されている。

	３　これまでの取組に対する評価


　難病は、現在の医療水準では完治が見込めない疾患であり、その治療及び療養は長期にわたるため、患者及びその家族には、精神的にも経済的にも支援が必要である。本事業はそうした患者及びその家族が必要とする支援を実施することができる重要な施策である。しかし、難病の希少性という特性から県内で本事業を実施している市町村はまだまだ少なく、患者からの要望に応えられていない。今後も実施主体である市町村を中心に、事業を推進していく必要がある。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	891
	597
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	294

	要求額
	891
	597
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	294

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


